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平成26年7月号

教職員向け

直射日光の下で、長時間にわたる運動やスポーツ、
作業をさせることは避けましょう。

屋外で運動やスポーツ、作業を行うときは、帽子
をかぶらせ、できるだけ薄着をさせましょう。

屋内外にかかわらず、長時間の練習や作業は、
こまめに水分（0.1～ 0.2％食塩水あるいは
スポーツドリンク等）を補給し適宜休憩を入れ
ましょう。また、終了後の水分補給も忘れない
ようにしましょう。

常に健康観察を行い、児童生徒等の健康管理に
注意しましょう。

児童生徒等の運動技能や体力の実態、疲労の
状態等を把握するように努め、異常が見られたら、
速やかに必要な措置をとりましょう。

児童生徒等が心身に不調を感じたら申し出て休む
よう習慣付け、無理をさせないようにしましょう。
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（Ｈ25 年度学校災害防止調査研究委員会調査研究報告書より）
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( 災害共済給付データより・Ｈ25データは速報値）

※熱中症予防リーフレット（全8ページ）ダウンロードできます！
※児童生徒向け教材カード（校種別）も、5月号に掲載しています。

★ 高湿度や急に気温が上がり始めた時期
★ 体力が低い人　★ 暑さに慣れていない人
★ 体調の悪い人　★ 肥満傾向の人
★ ランニング、ダッシュの繰り返し

気を付けて気を付けて気を付けて気を付けて

学校の管理下で起きている熱中症の事故は、運動部の
活動中におきているものがほとんどです。
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質問をして応答をみる
□ ここはどこ？
□ 名前は？
□ 今何をしてる？　　

□ 応答が鈍い
□ 言動がおかしい 
□ 意識がない　等

救急隊を要請

病
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脱衣と冷却すぐに救急車を
要請し、同時に
応急手当を行う。

経
過
観
察

！One point！

救急車到着までの間、積極的に体を冷やす。

　氷やアイスパックがあれば、頚部、
脇の下、足の付け根などの大きい血管
を冷やすのもよい !

※ できるだけ迅速に体温を下げることが
 できれば、救命率が上がります!!

☆ 水をかけたり、
 濡れタオルを
 当てて扇ぐ。
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水分塩分を補給する。
■ 0.1～0.2％食塩水あるいは
スポーツドリンク

■ 熱けいれんの場合は生理
食塩水（0.9％）などの濃い
めの食塩水を補給する

□ 四肢や腹筋のけいれん（つる）と
筋肉痛が起こる。
□ 全身倦怠感、脱力感、めまい、吐き気、
嘔吐、頭痛などが起こる。
□ 頻脈、顔面蒼白となる。
□ 足がもつれる・ふらつく・転倒する、
突然座り込む・立ち上がれない　等


